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ふるさとの街・探訪記

木曽三川とともに歴史を刻んだ
海津市平田町
エリア・リポート
保存・継承される輪中堤・大榑川左岸堤防

気ままにJOURNEY

美しい水郷の町にゆらめく歴史、
その足跡を訪ねて。
歴史ドキュメント
川や水神へ。
敬虔な信仰心を語り継ぐ川祭り

TALK&TALK
長良川河道の変遷と河川利用

民話の小箱
観音寺の和尚の祈祷

海津市平田町木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに
考えていきたいと思っています。
夏号は、長良川・揖斐川・大榑川に囲まれた
海津市平田町から、
その歴史と大榑川の治水事業を中心に、
歴史ドキュメントでは、「川の祭り」を特集します。



か
ら
な
る
地
域
で
す
。

平
田
町
の
名
前
の
由
来
は
、宝
暦
治
水
の
総

奉
行
平
田

靱
負
に
ち

な
ん
だ
も

の
。
宝
暦

の
薩
摩
藩

御
手
伝
普

請
で
は
、

大
榑
川
の

長
良
川
口

に
洗
堰
が

築
造
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
う
し
た
先
人
た
ち
の

偉
業
に
敬
意
を
表
す
る
た
め
に
、こ
の
名
が
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

太
古
か
ら
中
世
ま
で
の
歩
み

太
古
の
昔
、こ
の
あ
た
り
一
帯
は
、低
湿
な
沼

地
。木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
の
三
大
川
に
よ
る
運

搬
土
砂
が
徐
々
に
堆
積
し
、陸
地
化
さ
せ
て
い

き
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
い
つ
頃
か
ら
人
が
住
ん

で
い
た
の
か
確
か
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、比
較
的
新
し
い
時
代
の
よ
う
で
、こ
れ
ま
で

に
縄
文
か
ら
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記
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長
良
川
・
揖
斐
川
・
大
榑
川
に
囲
ま
れ
た
平
田
町
は
、

典
型
的
な
輪
中
地
帯
で
す
。そ
の
歩
み
は
、ま
さ
に
洪

水
と
の
闘
い
で
し
た
。近
世
に
な
る
と
、高
須
輪
中
が
成

立
。薩
摩
藩
に
よ
る
宝
暦
治
水
を
は
じ
め
、多
く
の
治

水
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
事
業
に
よ
り
、

穀
倉
地
帯
と
し
て
成
長
。平
成
一
七
年
に
は
海
津
市

平
田
町
と
し
て
、新
た
な
歩
み
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

て
い
ま
せ
ん
。

平
田
町
一
帯
の
古
代
に
お
け
る
所
属
郡
は
、

尾
張
国
海
部
郡
と
美
濃
国
安
八
郡
で
し
た
。

昭
和
三
五
年（
一
九
六
〇
）、海
津
町
平
原

で
平
安
初
期
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
よ
り
北
に
位
置
す
る
平
田
町
に
お
い
て
も
、

集
落
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
各
地

で
新
田
開
発
が
行
わ
れ
、平
田
町
周
辺
に
は
、

安
八
郡
上
・
下
大
榑
両
村
を
本
所
と
す
る
皇

室
御
領
の
大
榑
荘
、九
条
家
領
で
石
津
郡
上
野

河
戸
村
を
本
所
と
し
て
い
た
郡
戸
荘
、近
衛
家

領
で
中
島
・
海
西
郡
に
亘
る
荘
域
を
も
って
い
た

長
岡
荘
な
ど
が
あ
り
、そ
の
一
部
が
平
田
町
域

に
も
存
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
尾
城
と
戦
国
時
代

文
明
年
間（
一
四
六
九
〜
八
七
）に
は
、美

濃
国
守
護
大
名
の
家
臣
、中
島
三
郎
太
夫
重

長
が
、今
尾
城
を
築
城
し
以
後
七
〇
年
間
、四

代
に
わ
た
って
居
城
し
ま
し
た
。四
代
目
の
重
行

が
織
田
信
長
に
追
わ
れ
る
と
、高
木
彦
左
衛
門

が
入
城
し
て
い
ま
す
。彦
左
衛
門
の
入
城
は
お

そ
ら
く
永
禄
一
〇
年（
一
五
六
七
）。江
戸
時

海
津
市
平
田
町
の
あ
ら
ま
し

平
成
一
七
年
の
市
町
村
合
併
に
よ

り
、海
津
町
、南
濃
町
と
合
併
し
た
平

田
町
は
、長
良
川
と
揖
斐
川
に
囲
ま
れ

た
地
域
で
、肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。海
抜
は
〇
〜
三
ｍ
と
低
く
、古

く
か
ら
洪
水
に
備
え
て
堤
防
を
築
い

た
こ
と
か
ら
、こ
の
地
方
独
特
の「
輪

中
」
を
形

成
、
わ
が

国
を
代
表

す
る「
高
須
輪
中
」

の
北
部
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

東
は
長
良
川
を

隔
て
て
羽
島
市
、西

は
揖
斐
川
を
隔
て

て
養
老
郡
養
老

町
、北
は
大
榑
川

を
隔
て
て
安
八
郡

輪
之
内
町
と
接

し
、自
然
堤
防
の

微
高
地
と
低
湿
地

海津市平田町 

木
曽
三
川
と
と
も
に
歴
史
を
刻
ん
だ

海
津
市
平
田
町

三重県 

川 

長 

根 

尾 

川 

良 

川 

愛知県 
揖 

斐 

岐阜県 

滋
賀
県 

伊勢湾 

海津市 
平田町 

木 

曽 

川 
平田町空撮

平田町の移り変わり 

1879 
（明治12） 

1897 
（明治30） 
1955 
（昭和30） 

2005 
（平成17） 

幡
長
村 

者
結
村 

野
寺
村 

岡
　
村 

野
市
場
村 

脇
田
村 

須
賀
村 

勝
　
村 

今
尾
村 

土
倉
村 

脇
野
村 

高
田
村 

仏
師
川
新
田 

仏
師
川
村 

大
尻
村 

車
戸
村 

須
脇
村 

西
島
村 

下
成
田
村 

成
田
村 

内
野
村 

蛇
池
村 

今尾町 

平原村 

平田町 海津町 南濃町 

海津市 

海西村 

勝
賀
村 

仏
師
川
村 

三
郷
村 

平
原
村 
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は
徳
川
・
織
田
連
合
軍
に
属
し
ま
し
た
。今
尾

と
脇
田
は
今
で
こ
そ
同
じ
平
田
町
で
す
が
、当

時
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
国
。森
寺
氏
を
攻
撃
し
た

吉
村
氏
は
今
尾
の
町
を
焼
き
払
い
、さ
ら
に
高

須
城（
海
津
町
）を
攻
め
功
績
を
挙
げ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
吉
村
氏
の
働
き
に
対
し
、織
田
信

雄
は「
今
に
始
ま
ら
ぬ
粉
骨
の
儀
」と
し
て
そ
の

功
を
称
え
て
い
ま
す
。こ
の
戦
い
は
、長
久
手
の

戦
い
に
お
け
る
西
南
濃
の
重
要
さ
と
吉
村
氏
の

当
地
方
に
お
け
る
地
位
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

吉
村
氏
は
戦
功
に
よ
り
加
増
さ
れ
、平
田
町
域

の
幡
長

は
た
お
さ

、者
結
、岡
村
、須
脇
の
ほ
か
、大
藪
、横

江
な
ど
を
領
知
し
ま
し
た
が
、信
雄
の
領
地
削

減
処
分
に
伴
っ
て
、領
地
没
収
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、戸
倉
氏
の
時
代
を
経
て
、今
尾
城

主
と
し
て
、市
橋
長
勝
が
入
城
し
ま
し
た
。

長
勝
は
太
閤
秀
吉
に
仕
え
、朝
鮮
征
伐
に
は

二
百
人
の
士
卒
を
率
い
て
参
加
。秀
吉
亡
き
後

は
徳
川
家
康
に
属
し
、関
ヶ
原
の
合
戦（
一
六

〇
〇
）を
迎
え
ま
す
。

合
戦
に
先
立
ち
、大
榑
川
の
勝
村
渡
し
で
激

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

勝
村
の
攻
防
戦
は
、今
尾
城
主
・
市
橋
ら
の

東
軍
と
、福
束
城
主
・
丸
毛
兼
利
ら
の
西
軍
の

戦
い
で
す
。そ
も
そ
も
福
束
城
は
、大
垣
・
桑
名

間
の
交
通
路
上
に
あ
る
要
衝
で
す
。慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）八
月
一
六
日
、両
軍
は
大
榑
川
を

隔
て
て
終
日
戦
い
、そ
の
夜
長
勝
の
軍
が
渡
河

し
て
進
撃
し
、翌
日
西
軍
を
破
り
、福
束
城
を

落
と
し
て
、大
垣
〜
桑
名
の
通
路
を
絶
ち
ま
し

た
。

江
戸
時
代
の
支
配
機
構

江
戸
時
代
を
迎
え
る
と
、平
田
町
一
帯
の
支

配
機
構
は
複
雑
に
交
錯
し
ま
す
。野
寺
、岡
村

を
は
じ
め
と
す
る
六
ヶ
村
は
高
須
藩
徳
永
氏
の

所
領
、勝
村
、仏
師
川
村
等
一
〇
ヶ
村
は
、幕
府

領
、今
尾
村
、土
倉
村
等
六
ヶ
村
は
尾
張
藩
領

な
ど
、こ
う
し
た
支
配
機
構
は
時
代
が
進
む
に

つ
れ
変
化
し
ま
す
。

元
禄
の
石
高
帳
に
よ
れ
ば
、尾
張
藩
付
家
老

の
竹
腰
氏
が
三
万
石
を
有
し
、今
尾
に
館
を
置

い
て
い
ま
す
。竹
腰
氏
の
支
配
は
初
代
正
信
か

ら
一
〇
代
続
き
、慶
応
四
年（
一
八
六
八
）今
尾

藩
と
し
て
独
立
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、前
期

に
は
尾
張
藩
領
内
に
は
石
河
氏
な
ど
の
給
地
が

あ
り
ま
し
た
。

高
須
輪
中
の
成
立
と
治
水
事
業

平
田
町
と
海
津
町
北
部
地
域
に
は
近
世
初

頭
に
古
高
須
輪
中
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
、古
秋
江
輪
中
、本
阿
弥
輪
中
な

ど
と
一
緒
に
な
り
、現
高
須
輪
中
が
成
立
し

ま
し
た
。

平
田
町
は
高
須
輪
中
の
中
で
は
、比
較
的
高

地
に
あ
り
ま
す
が
、大
榑
川
の
氾
濫
の
脅
威
に

直
接
さ
ら
さ
れ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
主
な
普
請
を
み
ま
す
と
、寛
永

一
二
年（
一
六
三
五
）に
は
野
寺
の
堤
が
決
壊

し
、長
さ
約
二
万
間
の
堤
防
が
、人
足
約
一
四

万
人
の
百
姓
役
で
美
濃
の
国
役
普
請
と
し
て
修

復
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
六
年
後
に
は
、幡
長
村
の

堤
防
を
修
復
普
請
し
、新
し
い
杁
が
四
ヶ
所
伏

せ
込
ま
れ
ま
し
た
。宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）に

は
、川
の
流
れ
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
民
家
や
竹

薮
な
ど
を
撤
去
す
る
大
取
払
い
普
請
が
行
わ

れ
、平
田
町
域
で
も
堤
外
の
竹
木
・
猿
尾
な
ど

が
残
ら
ず
取
り
払
わ
れ
ま
し
た
。

宝
暦
の
御
手
伝
普
請
で
は
、町
の
北
境
を
流

れ
る
大
榑
川
の
長
良
川
口
に
洗
堰
が
築
造
さ

れ
、仏
師
川
村
・
須
賀
村
・
者
結
村
・
岡
村
・
勝

村
を
は
じ
め
と
し
た
村
々
の
堤
防
の
腹
付
や
上

置
の
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、天

明
・
寛
政
・
文
化
・
文
政
・
天
保
・
嘉
永
・
万
延
と

御
手
伝
普
請（
金
普
請
）に
よ
る
工
事
が
洪
水

の
た
び
に
行
わ
れ
、平
田
町
域
の
普
請
も
続
け

ら
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
工
事
と
並
行
し
て
、天

保
一
一
年（
一
八
四
〇
）、高
須
輪
中
は
、輪
中

代
、多
良
に
居
住
し
た
水
行
奉
行
高
木
家
の
祖

先
に
あ
た
り
ま
す
。高
木
家
は
本
能
寺
の
変（
一

五
八
二
）以
降
、織
田
信
孝
に
仕
え
ま
し
た
が
、

信
孝
の
生
害
の
後
、駒
野
に
蟄
居
し
ま
し
た
。天

正
一
二
年（
一
五
八
四
）、高
木
家
に
代
り
、池

田
恒
県
の
重
臣
・
森
寺
清
右
衛
門
が
、そ
の
後

は
池
田
輝
政
の
家
臣
・
戸
倉
四
郎
兵
衛
、次
い

で
市
橋
下
総
守
長
勝
が
今
尾
城
主
と
な
り
ま

し
た
。

今
尾
城
は
、城
屋
敷
、書
院
屋
敷
、役
屋
敷

の
三
構
え
に
分
か
れ
、内
郭
と
外
郭
を
持
つ
、堀

を
め
ぐ
ら
せ
た
要
塞
で
し
た
。揖
斐
川
の
堤
防

沿
い
に
は
、石
垣
の
上
に
太
鼓
塀
を
設
け
、内
郭

に
は
濡
門
、外
郭
に
は
辰
巳
門
が
あ
り
、配
下

と
い
え
ど
も
こ
の
関
門
を
通
る
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

掟
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

天
正
一
二
年
、小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
、今

尾
城
主
森
寺
氏
は
豊
臣
方
と
し
て
参
戦
、松
ノ

木（
海
津
市
海
津
町
）に
本
城
を
持
ち
、脇
田

（
平
田
町
蛇
池
）に
出
城
を
持
つ
吉
村
又
吉
郎

今尾 

脇野 

福岡 

高田 
西島 

鹿野 
平原 

大須 

小薮 

松木 

松木 

西
小
薮 

蛇池 

長
良
川 

揖
斐
川 

者結 
三郷 

養
老
町 

大
巻 

祖
父
江
町 

桑
原
町 

大
榑
川 

野寺 

羽
島
市 

稲
沢
市 

養
老
郡 

海
津
市 

南
濃
町 

海津市 
海津町 

須賀 

四郷 

下新田 

中新田 

本郷 

勝賀 

岡 
幡長 

四ッ谷 

安八郡 
輪之内町 

今尾橋 213

220

222

1

1

23

23

竹腰家略系譜 

家
康 

義
直 

亀（
相
応
院
） 

竹
腰
光
昌 

正
信 

初
代 

正
晴 

二
代 

尾
張
藩 

友
正 

三
代 

正
映 

四
代 

帯
刀
正
辰
の
子 

石
河
章
長
の
子 

尾
張
宗
勝
の
子 

三
宅
康
直
の
三
男 

東
久
世
通
禧
の
子 

正
武 

五
代 

勝
起 

六
代 

睦
群 

七
代 

正
美 

九
代 

正
舊 

一
〇
代 

正
文 

一
二
代 

正
夫 

一
三
代 

正
己 

一
一
代 

正
定 

八
代 

今尾城阯



堤
丈
夫
附（
補
強
）普
請
の
請
願
を
許
可
さ
れ
、

自
普
請
で
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

今
尾
の
市
と
米
会
所

天
正
八
年（
一
五
八
〇
）、織
田
信
忠
は
今
尾

市
を
許
可
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
以
前
の
市
を
復

活
し
た
も
の
で
、永
禄
末
年
今
尾
城
主
に
な
っ

た
高
木
権
左
衛
門
が
城
下
町
の
繁
栄
策
と
し

て
主
君
の
信
忠
に
願
い
、許
可
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
免
許
状
は
今
も
多
良
高
木
家
の
子
孫
に
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
市
は
や
が
て
途
絶
え
ま
す
が
、竹
腰
家

三
代
友
正
は
、元
禄
一
三
年（
一
七
〇
〇
）今
尾

表
町
市
の
開
設
を
許
可
し
、一
・
六
日
を
市
日

と
す
る
六
斎
市
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。今
尾
表

町
市
は
開
設
後
漸
次
繁
栄
し
ま
す
が
、元
禄
一

六
年
今
尾
の
町
は
大
火
に
あ
い
、町
中
が
類
焼

し
、市
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）、竹
腰
正
武

の
代
に
店
を
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
す
が
、

類
焼
し
た
商
人
た
ち
に
は
資
本
力
が
あ
り
ま

せ
ん
。そ
こ
で
拝
借
金
を
願
い
出
て
店
を
作
り
、

上
市
・
下
市
隔
日
に
六
斎
市
を
立
て
、七
月
一

一
日
か
ら
一
三
日
、一
二
月
二
六
日
か
ら
晦
日

ま
で
市
を
立
て
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
、市
は
再
開

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
店
の
数
は
百
戸
あ
ま
り
。隣

接
村
か
ら
も
多
く
訪
れ
、に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。今
尾
市
に
は
、太
閤
秀
吉
の
少
年
時
代
、

者
結
村
の
神
保
家
に
居
候
し
て
い
た
折
、買
物

に
訪
れ
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
お
り
、そ
の
伝

説
か
ら
も
古
く
か
ら
の
繁
栄
ぶ
り
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

享
保
八
年（
一
七
二
三
）に
は
、米
会
所
を

新
設
。名
古
屋
の
商
人
・
肴
尾
仁
左
衛
門
ら
一

七
人
に
御
蔵
米
払
方
商
株
を
許
し
、今
尾
の
入

川（
木
曽
屋
）小
右
衛
門
と
で
、米
相
場
を
は
ら

せ
ま
し
た
。そ
の
後
、米
会
所
は
いっ
た
ん
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）に
再

開
さ
れ
、明
治
ま
で
続
き
ま
し
た
。

明
治
以
降
の
平
田
町

明
治
時
代
に
な
る
と
藩
籍
は
奉
還
さ
れ
、平

田
町
は
明
治
四
年（
一
八
七
一
）に
今
尾
県
、

笠
松
県
、名
古
屋
県
に
所
属
。そ
の
後
変
遷
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、昭
和
三
〇
年（
一
九
五
五
）

旧
平
田
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

明
治
二
〇
年（
一
八
八
七
）に
は
、三
川
分
流

を
目
的
と
し
た
木
曽
三
川
下
流
改
修（
明
治
改

修
）が
施
行
さ
れ
、平
田
町
域
で
は
大
藪
〜
勝

賀
間
に
総
延
長
一
九
〇
間
の
大
榑
川
締
切
堤

が
完
成
。ヨハ
ネ
ス・デ
・レ
ー
ケ
が
計
画
し
た
近

代
的
な
治
水
工
事
に
よ
り
、水
害
は
減
少
し
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
明
治
二
九
年
は
風
水
害

に
相
つ
い
で
見
舞
わ
れ
る
災
難
の
年
と
な
り
ま

し
た
。七
月
二
一
日
、激
し
い
暴
風
雨
に
よ
っ
て

河
川
の
増
水
が
著
し
く
勝
賀
村
字
梶
池
の
長

良
川
堤
防
が
決
壊
、つ
い
で
揖
斐
川
筋
で
も
今

尾
町
鯰
池
で
決
壊
し
高
須
輪
中
全
体
が
大
き

な
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。九
月
に
は
揖
斐

川
の
水
位
が
急
上
昇
し（
濃
尾
大
地
震
の
山
崩

れ
で
出
来
た
湖
の
水
が
一
気
に
流
出
し
た
た
め

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）、九
日
今
尾
で
決
壊
、さ

ら
に
一
一
日
に
は
台
風
が
来
襲
し
た
た
め
七
月

以
上
の
浸
水
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
年
の
水
害

は
平
田
町
で
は
最
大
級
の
も
の
で
、平
田
公
園

に
こ
の
時
の
洪
水
標
識
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
で
は
、昭
和
二
七
年（
一
九
五
二
）六

月
二
四
日
、ダ
イ
ナ
台
風
が
上
陸
し
、所
に
よ

り
瞬
間
最
大
風
速
二
〇
〜
三
〇
ｍ
に
達
し
ま
し

た
が
、平
田
町
域
は
暴
風
の
直
接
被
害
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
こ
の
前
線
か

ら
伸
び
る
梅
雨
前
線
は
太
平
洋
上
に
横
た
わ

り
続
け
、そ
の
影
響
で
長
良
川
上
流
に
一
七
七

㎜
の
豪
雨
が
発
生
、海
西
村
勝
賀（
現
平
田
町

勝
賀
）の
長
良
川
堤
防
が
決
壊
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
輪
中
地
帯
の
宿
命
と
も
い
う
べ
き

水
争
い
が
発
生
、輪
中
内
に
あ
る
小
堤
防
を
切

っ
て
濁
流
を
放
出
し
よ
う
と
す
る
上
方
集
落

と
、土
俵
積
み
を
し
て
集
落
を
濁
流
か
ら
防
ご

う
と
す
る
下
方
集
落
と
の
対
立
が
各
所
で
起
き

ま
し
た
が
、幸
い
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ほ
と
ん
ど
の
苗
は
腐
り
ま
し
た
が
、岐
阜
県

農
業
改
良
課
は
二
八
〇
万
束
の
苗
を
各
町
村

に
配
布
し
、翌
年
に
は
秋
の
実
り
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
市
制
が
ス
タ
ー
ト

か
つ
て
の
平
田
町
で
は
、湿
田
で
の
裏
作
の
た

め
高
う
ね
作
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昭

和
二
〇
年
代
か
ら
開
始
さ
れ
た
土
地
改
良
事

業
に
よ
り

裏
作
の
容

易
な
乾

田
に
変
わ

っ
て
い
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、

農
業
経
営
の
近
代
化
が
進
み
裏
作
は
余
り
行

わ
れ
な
く
な
り
替
って
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
ト

マ
ト
・
イ
チ
ゴ・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
促
成
栽
培
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、昭
和
三
四
年
に
は
県
道
岐
阜
・

南
濃
線
が
拡
張
・
整
備
さ
れ
、四
八
年
に
は
北

部
バ
イ
パ
ス
が
完
成
、五
四
年
に
は
南
濃
大
橋
、

六
〇
年
に
は
今
尾
橋
が
相
次
い
で
架
け
替
え
ら

れ
、交
通
網
も
充
実
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
整
備

に
よ
り
、平
田
町
域
に
あ
っ
た
一
〇
ヶ
所
の
渡
し

舟
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

度
重
な
る
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
、治
水
事
業
を

繰
返
し
て
き
た
平
田
町
は
、豊
か
な
穀
倉
地
帯

に
成
長
。平
成
一
七
年
に
は
海
津
市
平
田
町
と

し
た
新
た
な
市

制
が
ス
タ
ー
ト
。

「
光
と
風
と
水
の

ふ
れ
あ
い
庭
園

都
市
」を
目
指

し
て
、さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。 ふ

る
さ
と
の
街
・
探
訪
記
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川
左
岸
堤
防
は
、以
後
高
須
輪
中
の
北
辺
と

し
て
水
防
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。

大
榑
川
洗
堰
築
造
と
そ
の
争
論

大
榑
川
の
開
削
に
よ
り
、長
良
川
筋
の
洪

水
被
害
は
軽
減
し
ま
し
た
が
、大
榑
川
を
通

じ
て
長
良
川
の
水
の
一
部
が
流
入
す
る
よ
う

に
な
っ
た
大
榑
川
沿
岸
や
揖
斐
川
筋
で
は
、以

前
に
も
増
し
て
洪
水
被
害
は
大
き
く
な
り
ま

し
た
。こ
の
た
め
、寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）か

大
榑
川
の
開
削

平
田
町
内
を
北
に
向
か
う
と
美
し
く
整
備

さ
れ
た
堤
防
に
行
き
あ
た
り
ま
す
。か
つ
て
長

良
川
か
ら
分
流
し
高
須
輪
中
の
北
縁
を
揖
斐

川
へ
西
流
し
て
い
た
大
榑
川
の
左
岸
堤
防
で

す
。大
榑
川
は
度
重
な
る
水
害
か
ら
高
須
輪

中
を
守
る
た
め
に
開
削
さ
れ
た
人
工
河
川
で

し
た
。

開
削
の
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
洪
水
は

元
和
二
年（
一
六
一
六
）六
月
に
発
生
し
ま
し

た
。こ
の
洪
水
に
よ
り
脇
田
村（
現
平
田
町
蛇

池
）で
堤
防
が
決
壊
し
、高
須
輪
中
は
大
洪
水

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
決
壊
口
が
修
理
さ
れ

て
ま
も
な
い
八
月
に
再
度
決
壊
し
た
ば
か
り

で
は
な
く
、二
度
目
の
修
理
が
完
成
し
た
翌

年
の
五
月
に
再
び
堤
防
は
決
壊
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
高
須
輪
中
の
人
々
は
、長
良
川
の

水
勢
を
緩
和
す
る
た
め
、長
良
川
筋
の
勝
賀

付
近
よ
り
、揖
斐
川
筋
の
今
尾
に
通
ず
る
新

川
を
掘
り
当
て
る
こ
と
を
願
い
出
て
、自
普

請
で
工
事
を
開
始
、元
和
五
年（
一
六
一
九
）

一
二
月
に
大
榑
川
は
完
成
し
ま
し
た
。

大
榑
川
の
開
削
に
伴
っ
て
築
堤
さ
れ
た
大
榑

ら
四
年
に
か
け
て
の
百
姓
自
普
請
に
よ
っ
て
、

流
頭
部
に
喰
違
常
水
堰
を
設
け
、長
良
川
の

洪
水
の
大
榑
川
へ
の
流
入
量
を
制
限
し
ま
し

た
。し
か
し
そ
れ
で
も
十
分
に
そ
の
効
果
を

見
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、喰
違
堰
の

下
流
側
に
、宝
暦
治
水
の
一
環
と
し
て
、長
さ

九
八
間
、高
さ
四
尺
の
洗
堰
を
築
く
こ
と
を

決
め
、宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）三
月
二
八
日

に
完
成
し
ま
し
た
。最
も
そ
の
洗
堰
も
、宝
暦

五
年
五
月
下
旬
の
出
水
で
右
岸
側
の
高
水
敷

が
流
失
し
た
た
め
、上
流
側
に
新
し
く
造
り

替
え
、さ
ら
に
明
和
三
年（
一
七
六
六
）に
場

所
を
変
え
て
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
洗
堰
の
築
造
に
よ
っ
て
、揖
斐

川
へ
向
か
う
長
良
川
の
洪
水
や
土
砂
の
量
は

大
き
く
減
り
、揖
斐
川
筋
に
は
大
き
な
効
果

大
榑
川
は
長
良
川
と
揖
斐
川
を
つ
な
ぐ
人
工
河
川
。

左
岸
堤
防
は
、高
須
輪
中
を
洪
水
の
流
入
か
ら
守

る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
頻
発
す
る

洪
水
に
よ
り
破
堤
し
、幾
度
も
復
旧
工
事
を
実
施
。

明
治
時
代
の
河
川
改
修
に
よ
り
、大
榑
川
は
締
切

ら
れ
ま
し
た
が
、以
後
左
岸
堤
防
は
輪
中
堤
に
。現

在
は
、大
榑
川
修
景
事
業
が
行
わ
れ
、平
田
公
園
と

と
も
に
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
存
・
継
承
さ
れ
る

輪
中
堤
・
大
榑
川
左
岸
堤
防

海津市平田町 

A
R

E
A

R
E
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R

T
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を
も
た
ら
し

ま
し
た
。し
か

し
そ
の
半
面
、

長
良
川
側
で

は
洗
堰
よ
り

上
流
部
で
の

水
位
は
以
前

よ
り
も
高
く

な
り
、墨
俣
・

森
部
・
大
明
神
・
中
須
・
桑
原
・
大
浦
・
足
近

の
各
輪
中
は
、宝
暦
治
水
工
事
以
前
よ
り
水

害
を
多
く
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、洗
堰
の
存
亡
を
め
ぐ
っ
て
の
争
論

が
し
ば
し
が
発
生
。安
永
二
年（
一
七
七
三
）

に
は
大
榑
川
洗
堰
の
取
払
い
を
堤
防
御
役
所

に
再
三
請
願
す
る
な
ど
、洗
堰
を
め
ぐ
る
争

論
は
、明
治
時
代
に
な
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

勝
賀
大
池
に
あ
る
洗
堰
公
園
に
は
、洗
堰
を

再
現
し
た
模
型
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、そ
の

構
造
や
役
割
の
理
解
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

頻
発
す
る
洪
水
と

大
榑
川
堤
防
の
復
旧

大
榑
川
洗
堰
は
、そ
の
利
害
を
異
に
す
る

輪
中
間
の
争
論
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
が
、

そ
の
一
方
、高
須
輪
中
の
防
御
線
と
な
っ
て
い

た
大
榑
川
の
堤
防
も
度
重
な
る
洪
水
に
よ

り
、修
復
工
事
が
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

宝
暦
七
年
、岡
村（
現
平
田
町
岡
）の
大
榑

川
堤
防
が
決
壊
し
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。こ
の
洪
水
で
は
、大
量
の
砂
入
り
が

発
生
し
砂
の
除
去
に
十
年
を
超
え
る
歳
月
を

要
し
、尚
完
全
に
は
除
け
き
れ
な
か
っ
た
と
の

記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
も
洪
水
は
頻
発
し
、天
明
二
年（
一

七
八
二
）の
御
手
伝
普
請
で
は
、大
榑
川
堤
防

一
六
ヶ
所
の
修
復
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。寛
政
一
〇
年（
一
七
九
八
）に
も
前
代
未

聞
の
洪
水
が
発
生
し
、大
榑
川
堤
防
一
〇
ヶ

所
で
堤
腹
付
や
堤
上
置
な
ど
の
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
文
化
元
年（
一
八
〇

四
）の
御
手
伝
普
請
、文
化
十
二
年
の
仏
師
川

切
に
際
し
て
の
復
旧
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。大

榑
川
締
切
に
よ
り

左
岸
堤
防
は
輪
中
堤
に

明
治
三
二
年（
一
八
九
九
）、木
曽
三
川
下

流
改
修（
明
治
改
修
）の
木
曽
三
川
分
流
工
事

に
よ
り
、大
榑
川
の
締
切
工
事
は
始
ま
り
ま
し

た
。完
成
は
翌
年
二
月
。長
良
川
口
は
締
切
ら

れ
、大
榑
川
は
福
束
輪
中
の
排
水
河
川
と
な
り

ま
し
た
。明
治
三

六
年
、大
榑
川
が

揖
斐
川
に
流
入
し

て
い
た
流
末
に「
禹

閘
門
」と
呼
ば
れ

る
排
水
樋
門
を
築

造
し
て
い
ま
す
。禹

閘
門
は
揖
斐
川
の

出
水
が
大
榑
川
に
逆
流
す
る
の
を
防
止
す
る

た
め
の
水
門
で
す
。

大
榑
川
左
岸
堤
防
は
、北
の
福
束
輪
中
と

南
の
高
須
輪
中
を
隔
て
る
輪
中
堤
と
な
り
、

明
治
以
後
、何
度
か
廃
堤
問
題
が
起
き
ま
し

た
が
、現
在
ま
で
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、右
岸
堤
防
は
取
り
壊
さ
れ
、堤
防
の

土
は
掘
り
潰
れ
た
遊
水
地
の
埋
め
立
て
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。住
民
の
手
で
竹
を
植
え
、草

を
刈
っ
て
守
り
続
け
て
き
た
堤
防
は
、新
し
い

耕
地
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
第
二
の
役
目
を

果
た
し
た
の
で
す
。

大
榑
川
左
岸
堤
防
と
水
防
活
動

大
榑
川
廃
川
後
、左
岸
堤
防
は
輪
中
堤
と

し
て
、北
の
福
束
輪
中
で
破
堤
入
水
が
あ
っ

た
と
き
、洪
水
が
南
の
高
須
輪
中
へ
流
れ
込

む
の
を
食
い
止
め
る
働
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
輪
中
堤
の
水
防
に
当
た
っ
て
い
た
の

が
、江
戸
時
代
か
ら
の
水
防
制
度
の
慣
習
を

受
け
継
ぐ
水
防
組
合
で
、明
治
一
六
年（
一
八

八
三
）、高
須
輪
中
の
各
町
村
が
結
成
し
た

「
高
須
輪
中
水
利
連
合
会
」が
そ
れ
で
す
。そ

の
後
の
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、明
治
三
〇

年
に
は「
高
須
輪
中
水
害
予
防
組
合
」を
結
成

し
て
い
ま
す
。規
約
に
よ
れ
ば
、組
合
設
置
の

目
的
と
し
て
、木
曽
三
川
筋
の
水
防
と
と
も

に
大
榑
川
通
堤
防
の
修
築
保
全
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
近
世
か
ら
の
慣
習
を
踏
襲
す
る
も

の
で
、平
素
か
ら
水
防
活
動
に
必
要
な
水
防

倉
庫
を
設
置
し
て
必
要
な
資
材
を
備
え
る
と

と
も
に
、各
堤
防
の
巡
視
や
維
持
管
理
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。

輪
中
堤
上
に
あ
る「
ご
ぐ
ら
」と
は
、「
諸
色

庫
」と
も
呼
ば
れ
る
水
防
倉
庫
で
す
。杭
、松

明
、俵
、縄
、伏
越
、樋
、竹
、木
材
な
ど
を
貯
蔵

し
て
洪
水
に
備
え
て
い
た
よ
う
で
す
。こ
の

「
ご
ぐ
ら
」の
名
残
を
留
め
て
い
る
の
が
、現

在
、木
曽
三
川
や
支
派
川
堤
防
脇
に
建
つ「
水

防
倉
庫
」で
す
。貯
蔵
物
の
内
容
は
異
な
っ
て

い
る
と
は
い
え
、水
防
に
必
要
な
備
品
が
収

納
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
高
須
輪

中
水
害
予
防

組
合
」は
、昭

和
三
二
年

（
一
九
五
七
）

に
「
高
須
輪

中
水
防
事
務
組
合
」と
改
組

し
て
、輪
中
の
水
防
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。

見
直
さ
れ
る
輪
中
堤
の
重
要
性

明
治
以
降
の
治
水
技
術
の
発
達
に
よ
り
小

輪
中
堤
は
道
路
交
通
の
障
害
に
な
る
と
し
て

そ
の
多
く
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、大
榑

A
R

E
A

R
E

PO
R

T

5

大榑川洗堰（明治年間使用）

昭和27年に改築した禹閘門

現在の水防倉庫（岡水防倉庫）

洗堰の模型（洗堰公園内）
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害
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昭
和
五
一
年
　
羽
島
ラ
イ
オ
ン
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ク
ラ
ブ

川
左
岸
堤
防
は
、道
路

の
部
分
を
切
割
と
い
う

構
造
に
し
堤
防
を
残

し
ま
し
た
。洪
水
に
な

っ
た
場
合
は
真
ん
中
に
柱
を
立
て
板
を
は
め

て
土
嚢
を
積
む
こ
と
に
よ
り
堤
防
を
締
切
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
榑
川
左
岸
堤
防
を
は
じ
め
と
す
る
輪
中

堤
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
た
の
は
、昭
和
五
一

年（
一
九
七
六
）の
九.

一
二
豪
雨
災
害
で
し

た
。安
八
町
の
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
す
る
中
、隣

の
輪
之
内
町
は
輪
中
堤
で
浸
水
を
防
ぎ
ま
し

た
。こ
の
時
、平
田
町
で
も
大
榑
川
左
岸
堤
防

の
切
割
を
全
て
締
切
っ
て
輪
之
内
町
か
ら
の

洪
水
の
侵
入
に
備
え
ま
し
た
。

大
榑
川
の
修
景
事
業

先
人
た
ち
が
智
恵

を
絞
り
工
夫
を
重
ね

て
築
き
上
げ
て
き
た

輪
中
堤
。こ
の
堤
防

を
保
存
・
継
承
す
る

た
め
に
、平
田
町
で

は
昭
和
六
二
年（
一

九
八
七
）よ
り
大
榑

川
左
岸
堤
防
の
修
景
事
業
を
開
始
し
、堤
防

法
面
の
修
理
や
不
要
樹
木
の
伐
採
、天
端
の

町
道
改
良
、桜
の
植
樹
な
ど
、景
観
形
成
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。昭
和
六
二
年
か
ら
平
成
一

三
年
度
ま
で
に
植
樹
さ
れ
た
桜
は
約
千
本
。

今
で
は
美
し
い
桜
並
木
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、平
成
七
年
に
は
大
榑
川
堤
防

の
傍
に
平
田
公
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。こ
れ

は
大
榑
川
堤
防
と
の
一
体
化
を
目
的
に
整
備

さ
れ
た
公
園
で
、平
田
町
の
町
制
四
〇
周
年

に
合
わ
せ
て
、宝
暦
治
水
の
総
奉
行
・
平
田
靱

負
翁
の
銅
像
も
完
成
し
ま
し
た
。広
大
な
敷

地
に
は
、全
天
候
型
の
多
目
的
ド
ー
ム
を
は

じ
め
、パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、芝
生
広
場
な
ど
が

平
田
町
野
寺
の
長
良
川
河
川
敷
に

「
平
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
」が
、二

〇
〇
五
年
三
月
六
日
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。リ
バ
ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
の
構
想

が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
、平
成
五
年

度
。長
良
川
右
岸
河
川
敷
の
開
発
整
備

構
想
を
立
て
ま
し
た
。以
後
着
々
と
計

平田公園の平田靱負翁の銅像

平田公園の風景

切割

整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

古
来
よ
り
水

の
恩
恵
を
受

け
な
が
ら

も
、水
と
闘
っ

て
き
た
輪
中

地
帯
。
平
田

公
園
は
そ
ん

な
平
田
町
の

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
す
。地
域
の
人
々
が

心
豊
か
に
交
流
す
る
新
し
い
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト

だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

平
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

画
を
立
案
し
な
が
ら
、平
成
一
〇
年
、

平
田
町
と
輪
之
内
町
は
、各
々
の
河
川

敷
の
開
発
計
画
を
国
土
交
通
省
の「
水

辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
共
同
登

録
し
、広
大
な
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

「
公
園
外
周
通
路
」や「
砂
浜
」、「
じ

ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
」な
ど
が
整
備
さ
れ
た

公
園
は
、ま
さ
に
川
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
エ

リ
ア
。海
津
郡
三
町
が
合
併
し
た
今
、

新
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ

ト
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大榑川の桜並木



美
し
い
水
郷
地
帯
へ

名
神
高
速
道
路
の
大
垣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
南
へ
。今
尾
橋
で
揖
斐
川
を
渡
る
と
、夏
の

光
に
包
ま
れ
た
平
田
町
が
、静
か
に
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

光
と
風
と
緑
に
包
ま
れ
た
田
園
地
帯
、そ

れ
が
平
田
町
で
す
。長
良
川
の
川
面
に
は
、夏

の
太
陽
が
さ
ざ
め
き
、青
い
稲
の
波
は
、実
り

の
と
き
を
待
ち
わ
び
て
い
る
よ
う
で
す
。

美
し
い
水
郷
地
帯
は
、歴
史
と
自
然
が
紡

ぎ
上
げ
た
町
。川
の
恵
み
は
豊
か
さ
を
も
た

ら
す
一
方
、時
に
は
牙
を
む
き
、襲
い
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。平
田
町
に
残
さ
れ
た

史
跡
の
数
々
は
、物
言
わ
ぬ
歴
史
の
語
り
部
で

す
。そ
ん
な
史
跡
を
訪
ね
て
散
歩
し
て
み
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

今
尾
渡
し
の
道
標

揖
斐
川
に
か
か
る
今
尾
橋
の
程
近
い
と
こ

ろ
に
、今
尾
渡
し
の
道
標
が
あ
り
ま
す
。

今
尾
は
古
く
か
ら
市
が
立
ち
、米
会
所
が

開
か
れ
た
と
こ
ろ
。戦
国
時
代
の
戦
火
に
見
舞

わ
れ
た
の
も
今
尾
な
ら
、商
人
た
ち
の
活
気
に

満
ち
溢
れ
た

の
も
今
尾
。

西
南
濃
地
方

で
も
中
心
的

な
役
割
を
担

う
町
の
ひ
と

つ
で
し
た
。

そ
ん
な
繁

栄
ぶ
り
を
今

に
伝
え
る
の

が
、
今
尾
渡

し
の
道
標
で
す
。か
つ
て
、自
動
車
も
鉄
道
も

な
い
時
代
、川
は
大
切
な
交
通
手
段
で
し
た
。

揖
斐
川
は
、伊
勢
湾
と
日
本
海
を
つ
な
ぐ
役
割

を
果
た
し
、海
を
持
た
な
い
地
方
の
人
々
に
豊

か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

今
尾
は
江
戸
時
代
以
来
、大
垣
〜
桑
名
を

結
ぶ
舟
運
の
重
要
な
中
継
地
。輪
中
内
の

道
々
は
す
べ
て
こ
の
今
尾
の
渡
し
場
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
要
衝
の
地
に
建
て

ら
れ
て
い
た
の
が
、道
標
で
す
。そ
こ
に
は
行
く

先
や
目
的
地
ま
で
の
距
離
が
記
さ
れ
て
お
り
、

地
図
を
持
た
な
か
っ
た
昔
の
人
々
の
案
内
役
を

果
た
し
て
い
た
の
で
す
。

今
尾
の
道
標
は
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）に

造
立
さ
れ
た
も
の
。揖
斐
川
を
上
下
し
た
昔

の
船
頭
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、二
重
の
台
座
と

頭
部
に
灯
明
を
と
も
す
も
の
は
、今
尾
以
外

の
揖
斐
川
筋
に
は
な
い
ほ
ど
立
派
な
も
の
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
の
初
め
に
今
尾
橋
が
架
け
ら
れ
て
今

尾
渡
し
は
廃
さ
れ
ま
し
た
が
、道
標
は
渡
し

場
が
な
く
な
っ
て
か
ら
現
在
の
場
所
に
移
さ

れ
、頭
部
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

西
願
寺
の
山
門
と
今
尾
城
跡

今
尾
は
文
明
年
間（
一
四
六
九
〜
一
四
七

八
）に
今
尾
城
が
築
か
れ
た
と
こ
ろ
。江
戸
時

代
に
は
尾
張
藩
の
付
家
老
・
竹
腰
氏
が
城
主

と
し
て
入
城
し
ま
し
た
。今
尾
東
本
町
に
あ

る
西
願
寺
の
山
門
は
、今
尾
城
の
城
門
の
ひ
と

つ
が
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。左
右
に
開
く
大
き

な
扉
と
そ
の
門
構
え
は
、

城
門
に
ふ
さ
わ
し
い
重
厚

な
た
た
ず
ま
い
。左
右
に

あ
る
小
部
屋
に
は
、城
に

出
入
り
す
る
藩
士
な
ど

を
、掟
に
よ
り
調
べ
る
武
士

が
控
え
て
い
た
よ
う
で
す
。今
尾
城
の
中
央
部

分
や
堀
の
一
部
は
埋
め
立
て
ら
れ
、今
尾
小

学
校
の
敷
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。お
城
の
外
側

は
住
宅
地
や
畑
と
な
り
、堀
は
水
田
や
水
路

に
な
り
ま
し
た
。

今
尾
小
学
校
入
り
口
で
美
し
い
緑
を
香
ら

せ
る
松
並
木
は
、登
城
門
に
植
え
ら
れ
て
い
た

も
の
。榎
の
古
木
や
城
址
碑
な
ど
か
ら
も
、往

時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

竹
腰
正
美
と
加
藤
春
岱

竹
腰
家
九
代
目
の
当
主
・
正
美
は
、茶
の
湯

を
た
し
な
み
、蓬
月
と
号
し
た
文
化
人
で
し

た
。嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）に
は
、近
世
第
一

の
陶
工
と
い
わ
れ
た
加
藤
春
岱
を
招
き
、領
内

の
鯰
池
に
陶

器
窯
を
二
つ

築
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
春
岱

の
今
尾
窯

は
、
岐
阜
県

で
も
数
少
な

い
お
庭
焼

気
ま
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夏
の
陽
射
し
を
浴
び
て
き
ら
め
く
、揖
斐
川

や
長
良
川
の
川
面
。坦
々
と
ど
こ
ま
で
も
続

く
青
田
で
は
、稲
が
風
に
揺
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
す
っ
か
り
穏
や
か
な
平
田
町
は
、水

と
と
も
に
生
き
、水
と
と
も
に
日
々
を
重
ね

た
水
郷
地
帯
。そ
ん
な
歴
史
を
訪
ね
て
、旅

を
し
て
み
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
水
郷
の
町
に
ゆ
ら
め
く
歴
史
、

そ
の
足
跡
を
訪
ね
て
。

海津市平田町 

今尾渡しの道標

西願寺の山門

春岱今尾窯跡
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気ままにJOURNEY

平・田・町・の・歳・時・記
◆今尾の左義長◆

「どんど焼き」とも呼ばれる正月行

事のひとつ。毎年2月11日に旧年の

神札や新年用の門松やしめ縄を焼き、

日(火)の神を迎え、大地を暖めて万物

の生育を祈ります。当日は化粧をし

た若衆連によって竹神輿が秋葉神社

にかつぎ込まれ、御神火を受けて燃

え上がります。燃え残りの青竹は火

難・雷除けのお守り。残り火で焼いた餅は病魔除けになると言い伝えら

れています。城下町今尾に今なお400年の伝統が受け継がれています。

●お問い合せ● 

◆海津市市役所所在地◆ 
〒503-0695　岐阜県海津市海津町高須515番地　 http://www.city.kaizu.lg.jp 

◆平田庁舎商工観光課◆ 
〒503-0392 岐阜県海津市平田町今尾557番地 TEL0584-66-2411

●交通のご案内● 

◆名古屋方面からお車をご利用の方 

名古屋IC
東名・名神高速道路 
（約40分） 

258号線・県道213号線 
（約15分） 

大垣IC

海
津
市
平
田
町 

平田町 EVENT INFORMATION

き
。今
尾
で
過
ご
し
た
三
年
余

り
は
、春
岱
の
円
熟
期
で
あ
り
、

当
主
の
手
厚
い
庇
護
の
下
、実

に
悠
々
と
作
陶
に
打
ち
込
ん

だ
よ
う
で
す
。織
部
、志
野
、黄

瀬
戸
、御
深
井
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
伝
統
工
法
を
踏
襲
し
な

が
ら
も
、独
自
の
ロ
ク
ロ
技
術

と
絵
付
け
に
よ
っ
て
春
岱
風
を

か
も
し
出
し
た
名
工
は
、こ
の
時
期
数
多
く

の
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

茶
碗
、鉢
、壺
、香
炉
、大
き
い
も
の
で
は
灯

篭
な
ど
、今
尾
窯
で
焼
い
た
作
品
は
、春
岱
を

代
表
す
る
も
の
ば
か
り
で
す
。織
部
釉
の
香
炉

や
黄
瀬
戸
の
狛
犬
な
ど
、こ
の
頃
の
作
品
は
、

現
在
も
町
内
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

薩
摩
義
士
へ
の
感
謝
は
今
も

今
尾
神
社
は
慶
長
一
九
年（
一
六
一
四
）、

尾
張
藩
主
が
五
穀
豊
穣
を
祈
り「
神
明
神
社
」

を
創
立
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。尾
張
の
徳
川
家

が
こ
の
地
に
神
社
を
建

て
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、尾
張
の
徳
川
家
の

人
々
も
安
産
や
病
気
平

癒
を
願
っ
て
お
参
り
に

訪
れ
た
よ
う
で
す
。神
社
の
鳥
居
脇
に
は「
吉

田
松
陰
先
生
参
拝
碑
」が
あ
り
、今
尾
の
渡
し

の
近
く
に
あ
っ
た
こ
の
神
社
に
は
、舟
運
を
利

用
し
て
吉
田
松
陰
を
は
じ
め
多
く
の
有
名
人

が
訪
れ
た
よ
う
で
す
。昭
和
三
年（
一
九
二
八
）

に
は
天
神
神
社
と
い
っ
し
ょ
に
祀
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、今
尾
神
社
と
な
り
ま
し
た
。

今
尾
神
社
に
は
、竹
腰
氏
代
々
の
霊
を
祀

る「
祖
霊
社
」、薩
摩
義
士
・
平
田
靱
負
を
は
じ

め
と
す
る
八
〇
名
余
り
の
霊
を
祀
る「
平
田

神
社
」な
ど
の
社
が
あ
り
ま
す
。

川
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
も
、常
に
水
害

と
闘
っ
て
き
た
平
田
の
人
々
は
、宝
暦
治
水
の

◆船渡の燈明さん祭り◆
今尾の船渡にある常夜燈は、嘉永

元年（1848）、今尾地区の人々の寄

付によって建立され、夜に行きかう

舟の道案内役を果たしていました。

この常夜燈は燈明さんと呼び親しま

れ、人々の信仰の対象でもありまし

た。毎年9月23日には、提灯や幟を飾

り、神事を含めた祭りを行っています。祭りの当日は、燈明さんの灯が今

尾の渡し場を明るく照らしたように、提灯を持った人々が集まり、船渡の

夜を照らします。夜空に大きくなびく8ｍもの幟と燈明さんの灯りが、見

る人の心に深く残る伝統のある祭りです。

義
士
へ
の
感
謝
の
念
を
今
も
抱
い
て
い
ま
す
。

大
榑
川
に
接
し
て
広
が
る
平
田
公
園
で
は
、

そ
の
功
労
者
で
あ
る
平
田
靱
負
翁
の
像
が
、

お
だ
や
か
な
風
景
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
尾
の
常
榮
寺
に
は
、黒
田
唯
右
衛
門
他
五

名
の
薩
摩
義
士
の
墓
が
あ
り
ま
す
。唯
右
衛

門
は
こ
の
地
で
切
腹
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
理

由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。遅
々
と
し
て
進

ま
ぬ
工
事
の
責
任
を
と
り
、あ
る
い
は
幕
府
に

死
を
も
っ
て
抗
議
し
た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。故
郷
の
薩
摩
へ
帰
る
こ
と
な
く
、常
榮

寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

祈
り
の
人
波
が
続
く
千
代
保
稲
荷
神
社

宝
暦
治
水
を
は
じ
め
数
多
く
の
治
水
事
業

が
行
わ
れ
た
平
田
町
は
、今
で
は
す
っ
か
り
豊

か
な
水
郷
地
帯
に
成
長
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な

稲
田
の
中
に
、赤
い
大
鳥
居
を
際
立
た
せ
て
い

る
の
が
、「
お
ち
ょ
ぼ
さ
ん
」の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
千
代
保
稲
荷
神
社
で
す
。商
売
繁

盛
・
家
内
安
全
の
ご
利
益
が
あ
る
神
社
と
さ

れ
、正
月
や
毎
月
末
は
県
外
か
ら
も
多
く
の

参
拝
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。千
代
保
稲
荷
神
社

が
現
在
の
地
に
祀
ら
れ
た
の
は
、室
町
時
代
の

こ
と
。八
幡
太
郎
義
家
の
六
男
義
隆
が
分
家

の
際
、父
か
ら
先
祖
の
御
霊
を「
千
代
に
保

て
」と
、宝
剣
や
画
像
な
ど
を
与
え
ら
れ
、こ

れ
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
田
町
と
い
え
ば
お
ち
ょ
ぼ
さ
ん
、と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
町
の

シ
ン
ボ
ル
は
、

京
都
の
伏
見
、

愛
知
の
豊
川
と

並
ぶ
、三
大
稲

荷
の
ひ
と
つ
。

燈
明
場
で
は
、

参
拝
客
の
願
い

が
小
さ
な
炎

と
な
っ
て
揺
ら

め
い
て
い
ま
す
。

治水神社 治水神社 

油島大橋 油島大橋 
立田大橋 

東海大橋 東海大橋 
福岡橋 福岡橋 

今尾橋 今尾橋 

福束橋 福束橋 大榑川 大榑川 

平田公園 平田公園 
大榑川桜並木 大榑川桜並木 

大池 大池 

リバーサイド 
プラザ 
リバーサイド 
プラザ 

石津 石津 

駒野 駒野 

多度 多度 

大須 大須 

南濃大橋 南濃大橋 

道の駅 
クレール平田 
道の駅 
クレール平田 

千代保稲荷神社 千代保稲荷神社 

平田庁舎 平田庁舎 

高田の甘酒まつり 高田の甘酒まつり 

常榮寺 
薩摩義士の墓 
常榮寺 

薩摩義士の墓 

今尾城阯 今尾城阯 

今尾渡し道標 今尾渡し道標 
今尾神社 今尾神社 

春岱今尾 
窯跡 
春岱今尾 
窯跡 

近
鉄
養
老
線 

海津橋 海津橋 

揖
斐
川

揖
斐
川 

揖
斐
川 

長
良
川

長
良
川 

長
良
川 木
曽
川

木
曽
川 

木
曽
川 

木曽三川公園 
展望タワー 

立田大橋 

木曽三川公園 
展望タワー 

千本 
松原 

長良川大橋 長良川大橋 

天下の奇祭　「今尾の左義長」………………………………………2月１１日

平田町農業祭 ……………………………………………………5月第1日曜日

平田町商工夏まつり ……………………………………………………8月上旬

こん平田ワールドｉｎ夏　ふるさと夏まつり………………………8月13日

平田町商工謝恩おーたむふぇあ ……………………………………11月上旬
今尾神社

四方織部釉小菊印花文大香炉（左）・黄瀬戸釉狛犬（右）

千代保稲荷神社



川
や
水
神
へ
。

敬
虔
な
信
仰
心
を
語
り
継
ぐ
川
祭
り
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生
活
と
密
接
な
関
係
を
保
つ
川

「
文
化
の
母
な
る
川
」と
い
う
言
葉
が
示
す

よ
う
に
、河
川
は
古
今
東
西
を
通
じ
て
人
間

の
生
活
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
続
け
て
き
ま

し
た
。川
は
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
す
一
方
、

洪
水
な
ど
の
禍
を
起
こ
す
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
し
た
。そ
の
禍
を
福
に
転
じ
る
た
め
に
、治

水
技
術
も
生
ま
れ
発
展
し
て
き
ま
し
た
。中

国
の
伝
承
に
登
場
す
る
禹
王
の
大
業
は
治

水
。海
津
市
海
津
町
礼
野
な
ど
で
神
社
の
境

内
摂
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、禹
王

は
輪
中
地
域
の
水
神
の
ひ
と
つ
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。河
川
と
深
く
関
わ
る
農

耕
地
帯
で
は
、川
を
神
格
化
す
る
と
と
も
に
、

水
神
信
仰
も
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、日
本
人
の
信
仰
に
は
、先
祖
の
霊
が

霊
山
か
ら
下
っ
て
訪
れ
、あ
る
い
は
海
の
彼
方

か
ら
川
伝
い
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
信
仰
も

あ
り
ま
す
。正
月
の
飾
り
も
の
や
七
夕
の
笹
、

盆
の
精
霊
棚
の
飾
り
な
ど
を
川
に
流
す
習
慣

が
根
づ
い
た
の
も
、歳
神
や
祖
霊
が
川
を
通
路

と
し
て
往
来
す
る
と
考
え
た
か
ら
な
の
で
し

ょ
う
。そ
の
一
方
、不
浄
な
も
の
を
川
に
流
し

去
る
習
俗
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、川
に
関
わ
り
の
深
い
祭
り
を
見
る

と
、夏
場
を
中
心
と
す
る
夏
祭
り
や
、師
走
に

行
わ
れ
る
水
神
祭
り
が
あ
り
ま
す
。本
来
は

川
や
水
神
へ
の
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
祭
り
で

す
が
、現
代
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
も
な
い
時
代
に
は
、庶
民
の
さ
さ
や
か

な
娯
楽
だ
っ
た
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。地
域
に

密
着
し
た
川
の
祭
り
も
時
代
の
移
ろ
い
に
よ

っ
て
、消
滅
し
た
も
の
の
あ
り
ま
す
が
、地
域

の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
復
活
し
、新
し
い
祭
り

と
し
て
再
生
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
木
曽
三
川
下
流
域
に
伝
わ
る
川
祭

り
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

津
島
天
王
祭

日
本
三
大
川
祭
り
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ

る「
尾
張
津
島
天
王
祭
」。津
島
神
社
の
祭
礼

と
し
て
五
百
年
の
伝
統
を
誇
り
、全
国
の
数

あ
る
夏
ま
つ
り
の
中
で
も
最
も
華
麗
な
も
の

と
言
わ
れ
、木
曽
三
川
下
流
域
の
川
文
化
を

代
表
す
る
神
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
は
頂
点
に
達
し
ま
す
。

翌
日
の
朝
祭
り
は
、昨
夜
と
は
が
ら
り
と

変
わ
り
、市
江
車
を
先
頭
に
六
艘
の
車
楽
船

が
能
の
出
し
物
を
か
た
ど
っ
た
置
物
を
飾
り
、

楽
を
奏
で
な
が
ら
漕
ぎ
進
み
ま
す
。先
頭
の

市
江
車
か
ら
一
〇
人
の
鉾
持
が
布
鉾
を
持
っ

て
水
中
に
飛
び
込
み
、川
を
泳
ぎ
、神
社
に
向

か
っ
て
走
る
そ
の
姿
は
勇
壮
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
の
日
の
深
夜
零
時
に

は
、前
年
の
宵
祭
り
の
四

日
前
に
刈
り
取
っ
た
神
葭

に
穢
れ
を
つ
け
て
川
に
流

す「
神
葭

み

よ

し

流
し
」が
行
わ
れ
ま
す
。し
か
し
こ

れ
は
誰
も
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
神
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

津
島
天
王
祭
は
、津
島
神
社
の
歴
史
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
由
緒
あ
る
も
の
で
、そ
の

起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、始
ま
り

は
室
町
時
代
末
期
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
説
は
以
下
の
三
説
で
す
。

一．
南
北
朝
時
代
、後
醍
醐
天
皇
の
曾
孫
、良

王
親
王
が
津
島
に
逃
れ
て
き
た
。南
朝
方
の

祭
り
は
か
つ
て
、旧
暦
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
七
月
の
第
四
土
曜
日
と
そ
の

翌
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
王
川
に
浮
か
ぶ
津
島
五
車
の
巻
藁
船
の

提
灯
に
灯
が
と
も
さ
れ
る
と
、宵
祭
り
の
始

ま
り
で
す
。巻
藁
船
が
、津
島
笛
を
奏
で
な
が

ら
悠
々
と
天
王
川
を
漕
ぎ
渡
る
と
、揺
ら
め

く
提
灯
が
川
面
に
映
り
、巻
藁
船
は
そ
の
美

し
さ
を
さ
ら
に
際
立
た
せ
、灯
と
水
の

川
は
信
仰
の
対
象
で
し
た
。河
川
と
深
く
関
わ
る
農

耕
地
帯
で
は
、川
へ
の
畏
敬
の
念
と
と
も
に
、水
神
信

仰
も
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。木
曽
三
川
下
流
域

で
今
も
行
わ
れ
る
川
祭
り
の
数
々
は
、五
穀
豊
穣
や

水
難
防
止
、船
舶
の
安
全
を
願
っ
て
行
わ
れ
て
き
た

よ
う
で
す
。そ
ん
な
川
祭
り
も
時
代
と
と
も
に
変
化

し
、今
は
夏
の
風
物
詩
と
し
て
人
々
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
よ
う
で
す
。

津島天王祭
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良
王
を
守
る
津
島
の
四
家
七
苗
字
の
武
士

が
、北
朝
方
の
佐
屋
村
の
台
尻
大
隈
守

だ
い
し
り
お
お
す
み
の
か
み

と
い

う
武
士
を
討
ち
取
っ
た
際
、誘
い
出
す
口
実
と

し
た「
船
遊
び
」に
由
来
す
る
。

※
四
家
七
苗
字：

津
島
の
土
豪
名
主
た
ち

で
、「
四
家
」は
大
橋
・
岡
本
・
恒
川
・
山
川
の

四
氏
。「
七
苗
字
」は
堀
田
・
平
野
・
服
部
・
鈴

木
・
真
野
・
光
賀
・
河
村
の
七
氏
を
指
し
、両

者
あ
わ
せ
て
四
家
七
苗
字
と
呼
ん
だ
。

二．
須
佐
之
男
命

す
さ
の
お
の
み
こ
と

が
西
の
海
よ
り
市
江
島（
現

佐
屋
町
）に
着
船
し
た
折
、草
刈
り
の
子
供
が

遊
び
戯
れ
て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
て
、児
の

舞
、津
島
笛
の
譜
を
作
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後

疫
病
が
流
行
し
た
時
、こ
れ
を
用
い
て
神
さ

ま
を
慰
め
る
祭
り
を
行
っ
た
。

三．
京
都
の
神
泉
苑
へ
御
霊
を
鎮
め
送
っ
た
祭

事（
神
葭
流
し
）が
次
第
に
地
方
へ
伝
播
し
、

津
島
に
も
伝
わ
っ
た
。神
葭
流
し
と
は
、川
辺

に
群
生
し
て
い
る
葦
に
人
間
の
罪
、汚
れ
を

託
し
、あ
る
い
は
葦
の
管
の
中
へ
そ
れ
ら
を
封

じ
込
め
て
流
す
も
の
。夏
の
酷
暑
を
無
事
過

ご
す
た
め
、神
葭
を「
よ
り
し
ろ（
神
霊
の
宿

る
も
の
）」と
す
る「
神
迎
え
」の
祭
り
で
あ

る
。津

島
神
社
の
あ
る
津
島
の
町
は
、木
曽
川

の
支
流
で
あ
る
佐
屋
川
に
沿
っ
て
開
か
れ
た

湊
町
。織
田
信
長
は
津
島
神
社
を
氏
神
と
仰

ぎ
、天
王
祭
り
を
二
度
も
見
学
し
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
は
、現
在
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
津
島
神
社
の
楼
門
を
寄
進
し
、徳

川
家
康
は
市
江
車
に
小
袖
を
、初
代
尾
張
藩

主
の
徳
川
義
直
は
、津
島
五
ヶ
村
の
巻
藁
船

五
車
に
楽
太
鼓
と
小
袖
を
与
え
る
な
ど
、各

は
木
曽
川
流
域
の
村
（々
犬
山
、宮
田
、笠
松
、

無
動
寺
）で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、舟

運
業
に
携
わ
っ
た
船
頭
た
ち
が
伝
え
た
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

渡
・
北
の
集
落
で
行
わ
れ
て
き
た
川
祭
り

は
、水
神
さ
ま
・
天
王
さ
ま
を
合
祀
し
た
神
明

神
社
で
、連
綿
と
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

昭
和
三
八
年（
一
九
六
三
）に
途
絶
え
て
し
ま

い
ま
す
。高
度
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
的
な

変
化
と
、こ
の
地
域
に
色
濃
く
残
さ
れ
て
き

た
船
頭
文
化
の
衰
退
が
途
絶
え
た
理
由
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
川
祭
り
が
復
活
し
た
の
は
、三
七

年
後
の
平
成
一
二
年
の
こ
と
。川
祭
り
の
愛

好
家
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た「
か
わ
し
ま
川
祭

り
運
営
委
員
会
」が
途
絶
え
て
い
た
川
祭
り

を
復
活
さ
せ
、東
海
地
方
で
も
有
数
の
交
流

拠
点「
河
川
環
境
楽
園
」で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
的
な
川
祭
り
も
、現
在
は
、川
島

地
区
の
市
民
が
総
参
加
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

「
か
わ
し
ま
燦
々
夏
祭
り
」の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
に
。色
鮮
や
か
な
提
灯
を
飾
り
つ
け
た
巻

藁
船
が
川
面
に
浮
か
び
、お
囃
子
を
奏
で
な

が
ら
川
を
上
り
下
り
す
る
姿
は
、幻
想
的
で

大
変
趣
が
あ
る
も
の
で
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、毎
年
七
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

笠
松
の
川
祭
り

毎
年
八
月
一

五
日
、岐
阜
県

笠
松
町
で
は
全

町
を
あ
げ
て
盛

大
に
川
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は
川
島

の
川
祭
り
と
同
じ
流
れ
を
汲
む
も
の
。も
と

も
と
は
水
天
宮
の
例
祭
で
、七
月
一
五
日
、川

沿
い
の
上
堤
町
、下
堤
町
、柳
原
町
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。明
治
に
な
っ
て
、提
灯
の
山
船

を
出
し
、万
燈
流
し
と
打
ち
上
げ
花
火
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
正
五
年（
一

時
代
の
武
将
が
津
島
神
社
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
祭
り
は
、昭
和
五
五
年
に「
尾
張
津
島

天
王
祭
の
車
楽
船
行
事
」が
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
、昭
和
五
九
年
に「
尾
張
津
島

天
王
祭
の
車
楽
」が
県
の
有
形
民
俗
文
化
財

に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
の
伝
統
・
儀
式
・
神
事
・
祭
事
が
時

流
に
崩
れ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
る
、数

少
な
い
神
事
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

川
島
の
川
祭
り

各
務
原
市
の
川
島
地
区（
旧
川
島
町
）で
行

わ
れ
る
川
祭
り
は
、水
神
さ
ま
の
お
祭
り
で

す
。三
百
年
ほ
ど
前
の
江
戸
の
享
保
年
間
に

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
の
中
洲
に
位
置
す
る
川
島
地
区

は
、洪
水
の
常
襲
地
帯
。幾
度
と
な
く
洪
水
に

悩
ま
さ
れ
て
き
た
人
々
が
、「
五
穀
豊
穣
」「
水

難
防
止
」を
水
神
さ
ま
に
祈
願
し
た
の
が
、祭

り
の
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
祭
り
は
川
島
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、渡
・
北
山
集
落
の

川
祭
り
は
、提
灯
で
飾
ら
れ
た「
舟
や
ま
」が

木
曽
川
に
浮
か
び
、昼
か
ら
夜
に
か
け
て
盛

大
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。祭
り
の
記
録
は

文
化
一
〇
年（
一
八
一
〇
）か
ら
残
さ
れ
て
お

り
、当
初
は
一
艘
で
し
た
が
、明
治
二
年（
一

八
六
九
）か
ら
は
二
艘
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、東
西
二
艘
の
舟
や
ま
が
競
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

舟
や
ま
が
出
る
川
祭
り
は
、津
島
神
社
の

天
王
祭
り
が
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
す
。か
つ
て

笠松の川祭り

川島の川祭り
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九
一
六
）に
は
二
枚
腹
三
艘
つ
な
ぎ
の
屋
形

船
の
ほ
か
、一
万
個
の
万
燈
流
し
と
打
ち
上

げ
花
火
が
催
さ
れ
ま
し
た
。現
在
で
は
木
曽

川
港
公
園
一
帯
で
市
民
参
加
の
夏
祭
り
と
し

て
開
催
。夜
空
に
大
輪
の
花
火
が
咲
き
、川
面

に
は
万
燈
流
し
の
灯
り
が
幻
想
的
な
美
し
さ

を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

犬
山
の
巻
き
藁
船
祭
り

犬
山
市
の
三
光
寺
稲
荷
で
は
、旧
暦
の
六

月
二
二
日
、

三
光
寺
祭
り

と
呼
ば
れ
た

川
祭
り
が
行

わ
れ
て
い
ま

し
た
。こ
れ

は
五
艘
の
巻

き
藁
船
が
木

曽
川
を
下
る

祭
り
で
す
。

昭
和
三
七
年
に
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。し
か

し
、町
内
で
復
活
の
気
運
が
高
ま
り
、平
成
一

〇
年
に「
内
田
巻
き
藁
船
保
存
会
」の
結
成
を

経
て
三
六
年
ぶ
り
に
巻
き
藁
船「
内
田
丸
」が

復
活
し
ま
し
た
。

巻
き
藁
船
は
二
艘
の
船
体
を
並
べ
て
二
艘

の
や
ぐ
ら
を
組
ん
だ
も
の
。頂
上
に
立
つ
ボ
ー

ル
も
含
め
れ
ば
、高
さ
は
約
一
八
ｍ
。提
灯
は

や
ぐ
ら
の
半
円
状
に
広
が
る
二
八
〇
個
を
含

め
三
六
〇
個
が
飾
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

ツ
イ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ（
犬
山
橋
）の
下
流
の

木
曽
川
に
、提
灯
を
飾
り
付
け
た
巻
き
藁
船

が
行
き
来
す
る
様
は
、鵜
飼
の
乗
船
客
や
夕

涼
み
に
訪
れ
た
人
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
夏

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

巻
き
藁
船
は
毎
年
八
月
上
旬
に
二
〜
三
日

運
行
さ
れ
ま
す
。

宮
田
の
川
祭
り

江
南
市
の
宮
田
で
は
、旧
暦
の
六
月
一
六

日
の
夜
、川
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。舟

三
層
を
つ
な
ぎ
、屋
形
に
は
三
百
個
を
越
え

る
提
灯
を
灯
し
て
、宮
田
用
水
の
東
杁
あ
た

り
に
浮
か
べ
る
と
い
う
祭
り
で
す
。小
さ
な
木

片
に
ろ
う
そ
く
を
つ
け
て
流
し
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

宮
田
は
も
と
も
と
船
頭
が
多
く
洪
水
被
害

も
し
ば
し
ば
起
き
た
の
で
、こ
う
し
て
水
神

さ
ま
を
祀
っ
た
よ
う
で
す
。祭
り
の
ル
ー
ツ
は

天
正
の
時
代
に
始
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
、あ
る

年
都
合
で
祭
り
を
取
り
や
め
た
と
こ
ろ
、村

中
が
疫
病
で
苦
し
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。川
祭
り
で
使
っ
た
燃
え
残
り
の
ろ
う
そ

く
は
村
中
に
配
ら
れ
ま
し
た
が
、お
産
の
と

き
に
腹
痛
が
起
き
た
ら
ろ
う
そ
く
を
つ
け
、

燃
え
尽
き
る
と
安
産
で
き
る
と
い
う
の
で
、

み
な
大
切
に
保
存
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
川
祭
り
は
伊
勢
湾
台
風（
昭
和
三
四

年
）以
来
久
し
く
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、昭
和

四
九
年
に
は
地
元
の
祭
り
保
存
会
の
手
で
復

活
し
、一
度
だ
け
再
現
さ
れ
ま
し
た
。現
在

は
、水
神
さ
ま
の
例
祭
が
毎
年
八
月
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。長

良
川
ま
つ
り

毎
年
七
月
一
六
日
、岐
阜
市
の
長
良
川
に

か
か
る
長
良
橋
北
詰
の
神
明
神
社
で
、水
難

防
止
と
鮎
供
養
を
兼
ね
て
盛
大
な
祭
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

川
祭
り
を
迎
え
る
当
日
、各
家
の
軒
先
に

は
待
つ
に
短
冊
や
小
行
灯
を
つ
け
て
飾
り
、玄

関
先
に
は
日
の
丸
提
灯
を
掲
げ
ま
し
た
。ま

た
長
良
川
に
は
、飾
り
立
て
た
舟
が
何
艘
も

飾
ら
れ
ま
し
た
。古
く
か
ら
続
い
て
い
る
こ
の

川
祭
り
は
、川
で
生
業
を
立
て
て
い
る
人
々
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、主
な
願
い
は

次
の
よ
う
で
し
た
。

一．
材
木
を
は
じ
め
、物
資
の
運
搬
に
携
わ
る

船
舶
の
安
全
を
祈
る
。

二．
川
で
遊
ぶ
人
々
の
安
全
を
祈
る
。

三．
風
水
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
祈
る
。

四．
鮎
供
養

こ
の
祭
り
が
す
む
と
、付
近
の
子
ど
も
た

ち
は
、水
泳
を
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

三
重
塔
、鳥
居
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
、提
灯

船
が
長
良
川
を
行
き
交
う
様
は
、ま
さ
に
壮

観
美
麗
。夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。近
年
は
提
灯
や
ぐ
ら
を
は
じ
め
、各

種
の
行
事
も
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
の
川
祭
り

昭
和
二
〇
年（
一
九
四
五
）頃
に
揖
斐
川
筋

の
堤
防
が
決
壊
し
、住
民
や
土
地
・
家
屋
に

被
害
が
出
た
た
め
、水
を
治
め
る
と
い
う
こ

と
で
前
島
地
区
に
治
水
神
社
を
建
立
し
、水

神
さ
ま
を
祀
り
ま
し
た
。そ
の
祭
礼
が
こ
の

川
祭
り
。毎
年
、八
月
八
日
に
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
金
魚
す
く
い
な
ど
の
屋
台
が
出
た

り
、盆
踊
り
や
花
火
大
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

夏
の
一
夜
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
趣

向
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
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関沢元治氏

長
良
川
河
道
の変

遷
と
河
川
利
用

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
事
務
所
長
　
関
沢
　
元
治
氏

堤
防
に
よ
っ
て
防
御
さ
れ
た
地
域
の
土
地

利
用
の
高
度
化
が
進
み
、社
会
資
本
の
蓄
積

と
人
口
の
集
中
化
が
進
む
と
、治
水
の
安
全

度
を
高
め
る
た
め
の
河
川
改
修
と
、レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
と
し
て
の
河
川
敷
の
利
用

の
要
望
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
傾
向
は
、長
良
川
に
お
い
て
も
例
外
で

は
な
い
、し
か
し
、木
曽
三
川
の
う
ち
木
曽
川

や
揖
斐
川
が
上
流
ダ
ム
に
よ
っ
て
、洪
水
量
が

調
節
さ
れ
治
水
安
全
度
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、長
良
川
の
み
が
明
治
改
修
に
よ

っ
て
創
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。

抜
本
対
策
と
し
て
昭
和
四
六
年（
一
九
七

一
）か
ら
開
始
さ
れ
た「
河
道
し
ゅ
ん
せ
つ
」は
、

平
成
七
年（
一
九
九
五
）の
長
良
川
河
口
堰
完

成
に
よ
って
、全
区
間
に
わ
た
る
し
ゅ
ん
せ
つ
が
可

能
と
な
り
、平
成
九
年（
一
九
九
七
）に
、こ
れ

が
完
成
し
て
現
在
の
河
道
が
出
来
あ
が
っ
た
。

河
道
変
更
と
輪
中
の
形
成

古
代
の
木
曽
川
は
、現
在
の
海
津
市
高
須

輪
中
の
中
央
を
貫
流
し
て
い
る
大
江
川
筋
に

あ
っ
て
、古
高
須
輪
中
と
古
秋
江
輪
中
の
間
を

と
さ
れ
る
金
廻
輪
中
の
間
に
あ
っ
て
古
木
曽
川

の
河
筋
で
あ
り
、木
曽
川
の
一
派
川（
現
在
の

長
良
川
）が
合
流
し
て
い
る
地
点
で
あ
っ
た
。

濃
尾
平
野
を
網
目
の
よ
う
に
乱
流
し
て
い

た
木
曽
三
川
の
氾
濫
域
に
お
い
て
、人
々
は
比

較
的
安
定
し
て
い
る
中
州
に
生
活
の
拠
点
を
も

と
め
、や
が
て
は
集
落
単
位
で
、洪
水
か
ら
集

落
を
ま
も
る
た
め
の
堤
防
を
作
り
始
め
、つ
い

に
は
住
居
地
と
耕
地
の
周
り
に
堤
防
を
築
立

て
て
、「
輪
中
」が
で
き
あ
が
っ
た
。

こ
の
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
河
川
は
、信
仰

や
生
活
へ
の
恵
み
、ま
た
時
に
は
洪
水
な
ど
へ

の
憎
悪
と
脅
威
の
対
象
と
し
て
存
在
す
る
が
、

い
ず
れ
も「
水
」「
流
水
」が
対
象
で
あ
っ
て
、河

川
を
形
成
す
る
も
う
一
つ
の
要
素
の「
河
道
」

に
対
し
て
は
、新
田
開
発
の
余
地
と
し
て
見
る

以
外
は
、全
く
価
値
の
な
い
荒
蕪
地
で
あ
っ
た
。

流
れ
て
い
た
。

輪
中
の
形
成
時
期
に
つ
い
て
は
、「
百
輪
中
旧

記
」に『
元
応
元
己
未
年
高
須
輪
中
塩
除
堤
出

来
』と
あ
り
、さ
ら
に『
建
武
二
亥
六
月
迄
塩
除

堤
出
来
瀬
古
成
戸
秋
江
・・
』と
あ
る
か
ら
、古

高
須
輪
中
の
潮
除
堤
が
完
成
す
る
の
が
一
三

一
九
年（
元
応
元
己
未
）、古
秋
江
輪
中
で
は
一

三
三
五
年（
建
武
二
亥
）で
あ
る
。ま
た
、高
須

の
稲
荷
神
社
は
奈
良
時
代
の
創
建
と
す
る
説

が
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
二
つ
の
輪
中
は
古
代
か

ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

当
時
は
、こ
の
古
木
曽
川
が
美
濃
と
尾
張

の
国
境
で
あ
り
、ま
た
伊
勢
と
の
国
境
で
あ
っ

た
。即
ち
、古
秋
江
輪
中
は
尾
張
国
で
あ
り
、

金
廻
輪
中
は
伊
勢
国
で
あ
っ
た
。

ま
た
古
秋
江
輪
中
の
中
に「
海
西
」の
名
が

残
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
、足
利
六
代
将
軍
義
教

（
一
四
二
九
―
一
四
四
一
）の
時
に
、佐
屋
川

よ
り
東
を
海
東
郡
、西
を
海
西
郡
と
呼
ん
だ

こ
と
に
始
ま
る
。

天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）東
海
地
方
一
円

に
大
地
震
が
発
生
し
、加
路
戸（
木
曽
岬
町
）

が
陥
没
に
よ
り
廃
村
と
な
る
な
ど
各
地
で
大
被

平
成
一
七
年（
二
〇
〇
五
）八
月
二
八
日
か

ら
、
海
津
市
福
江
地
先
の
長
良
川
に
お
い
て

２
０
０
５
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
世
界
ボ
ー
ト
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
会
場
と
な

る
福
江
地
先
の
長
良
川
河
道
の
変
遷
と
河
道

の
利
用
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。会

場
の
福

江
地
先
の
長

良
川
は
、江
戸

時
代
に
お
い
て

は
木
曽
川
で

あ
っ
た
。こ
の

福
江
の
地
域

は
、古
秋
江
輪

中
と
天
正
四

年（
一
五
七
六
）

に
築
か
れ
た

関沢元治氏 

古
秋
江
輪
中

古
秋
江
輪
中 

木
曽
川

木
曽
川 

古
木
曽
川

古
木
曽
川 

揖
斐
川

揖
斐
川 

古
高
須
輪
中

古
高
須
輪
中 

金
廻
輪
中

金
廻
輪
中 

七
郷
輪
中

七
郷
輪
中 

野寺 

脇野 

高須 

福江 

西
島
西
島 

海
松
海
松 

森
下
森
下 

瀬
古
瀬
古 

古
秋
江
輪
中 

木
曽
川 

古
木
曽
川 

揖
斐
川 

古
高
須
輪
中 

金
廻
輪
中 

七
郷
輪
中 

野寺 

脇野 

高須 

福江 

西
島 

海
松 

森
下 

瀬
古 

創始期高須輪中想定図
（伊藤信原図をもとに作図）
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こ
の
よ
う
に
福
江
地
先
の
河
筋
は
、古
木
曽

川
が
東
向
き
か
ら
南
向
き
に
直
角
に
流
れ
て
い

た
時
代
か
ら
、高
須
輪
中
の
東
側
に
沿
っ
て
、北

か
ら
南
へ
の
直
線
的
な
流
れ
と
な
る
河
道
へ
と

変
貌
す
る
が
、依
然
と
し
て
木
曽
川
の
流
れ
で

あ
る
。

ま
た
、こ
の
古
木
曽
川
河
道
の
上
に
、新
た
な

土
地
と
し
て
誕
生
し
た
福
江
輪
中
は
、美
濃
国

で
あ
る
が「
古
中
島
」が
幕
府
領
、「
福
江
」が
尾

張
藩
領
と
し
て
幕
末
ま
で
支
配
さ
れ
た
。

明
治
改
修
の「
三
川
分
流
」

明
治
に
入
っ
て
、木
曽
三
川
の
抜
本
的
な
治

水
対
策
を
熱
望
す
る
地
域
の
要
望
を
受
け
て
、

政
府
は
明
治
一
〇
年（
一
八
七
七
）一
一
月
、オ

ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨハ
ネ
ス・デ
・レ
ー
ケ
に
対
し
て

木
曽
川
改
修
計
画
の
調
査
を
命
じ
、明
治
二
十

年（
一
八
八
七
）大
規
模
な
河
川
改
修
工
事
に

着
手
し
た
。近
代
的
治
水
と
言
わ
れ
る「
明
治

改
修
」の
着
手
で
あ
る
。

明
治
改
修
は
、明
治
四
五
年（
一
九
一
二
）

に
完
成
す
る
が
、骨
幹
と
な
る
木
曽
川
・
長
良

川
・
揖
斐
川
の
三
川
を
分
離
す
る「
三
川
分
流
」

工
事
は
、明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）に
は
完
成

し
、こ
こ
に
現
在
見
ら
れ
る
新
し
い
木
曽
三
川

の
河
筋
が
誕
生
し
た
。

新
し
い
長
良
川
は
、成
戸
付
近
か
ら
高
須
輪

中
の
東
側
の
土
地
を
開
削
し
、日
原
か
ら
長
島

輪
中
ま
で
は
従
来
の
木
曽
川
の
河
道
を
そ
の
ま

ま
活
用
し
て
木
曽
川
と
分
離
し
た
。デ
・レ
ー
ケ

は
、福
江
地
先
の
河
道
計
画
で
は
、木
曽
川
の

河
道
を
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
し
て
く
れ
た
。す
な

わ
ち
、福
江
地
先
の
木
曽
川
河
道
は
、そ
の
ま

ま
新
し
い
長
良
川
河
道
と
な
っ
た
。長
島
輪
中

か
ら
下
流
は
、長
島
輪
中
の
西
側
の
土
地
を
開

削
し
た
り
、ま
た
従
来
の
揖
斐
川
の
河
道
を
活

用
し
て
、長
良
川
の
河
道
を
作
っ
た
。

こ
の
時
の
長
良
川
の
河
道
断
面
は
、計
画
流

量
を
毎
秒
一
万
五
千
立

方
尺（
毎
秒
四
、一
七
〇

立
方
メ
ー
ト
ル
）と
し
て

作
ら
れ
て
い
る
。長
良
川

に
河
道
を
譲
っ
た
木
曽

川
や
揖
斐
川
で
は
、そ
の

部
分
を
輪
中
の
土
地
を

開
削
し
て
新
た
な
河
道

を
得
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

害
を
受
け

た
。
そ
の
翌

年
の
天
正
一

四
年（
一
五

八
六
）六
月

二
四
日
に
未

曾
有
の
大
洪

水
が
発
生

し
、こ
の
た
め
に
流
路
は
大
き
く
変
遷
し
、鵜
沼

か
ら
墨
俣
へ
流
れ
て
い
た
河
筋
が
、ほ
ぼ
現
在
の

木
曽
川
の
流
れ
と
な
っ
た
。

当
時
の
為
政
者
豊
臣
秀
吉
は
、新
た
な
河
筋

と
な
っ
た
木
曽
川
を
美
濃
と
尾
張
の
国
境
に
改

め
た
。こ
の
た
め
新
し
い
木
曽
川
の
西
側
と
な
っ

た
葉
栗（
各
務
原
市
の
一
部
）・
中
島（
羽
島
市

の
一
部
）・
海
西（
海
津
市
の
一
部
）の
地
域
が

美
濃
国
へ
編
入
さ
れ
た
。

天
正
の
洪
水
は
高
須
輪
中
で
は
、弘
和
二
年

（
一
三
八
二
）に
か
さ
上
げ
し
た
堤
防
を
五
尺

（
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）も
越
え
て
氾
濫
す
る
大
災

害
で
あ
っ
た
が
、こ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
新
し
い

木
曽
川
は
、輪
中
の
中
央
か
ら
輪
中
の
東
側
へ

移
動
し
た
た
め
、古
高
須
輪
中
と
古
秋
江
輪
中

の
統
合
が
容
易
と
な
っ
た
。

慶
長
二
年（
一
五
九
七
）古
秋
江

輪
中
と
伊
勢
国
金
廻
輪
中
と
の
間

の
古
木
曽
川
河
道
に
福
江
輪
中
が

誕
生
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、木
曽
川

筋
と
大
江
川
筋
は
輪
中
に
よ
っ
て
完

全
に
分
離
さ
れ
て
、高
須
輪
中
が
実

現
し
古
木
曽
川
は
消
滅
し
て
、現
在

見
ら
れ
る
大
江
川
の
原
形
が
出
来

上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、福
江
地
先
の
河
道
は
、古

代
か
ら
木
曽
川
の
河
道
と
し
て
存
在
し
、明
治

改
修
に
よ
って
、長
良
川
の
河
道
と
し
て
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
改
修
が
終
わ
り
、暫
く
の
年
月
は
維
持

工
事
の
み
が
続
け
ら
れ
、昭
和
一
一
年（
一
九

三
六
）増
補
改
修
工
事
に
着
手
し
た
。大
正
改

修
と
呼
ば
れ
た
木
曽
川
上
流
部
の
改
修
工
事

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、計
画
流
量
を
一
部

変
更
し
て
河
道
整
備
が
行
わ
れ
た
。

戦
後
の
改
修
と
河
川
利
用

昭
和
二
〇
年
代（
一
九
四
五
〜
）後
半
に
入

る
と
、木
曽
三
川
と
も
に
計
画
流
量
の
検
討
が

加
え
ら
れ
、新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
河
川
づ

く
り
が
は
じ
ま
っ
た
。こ
れ
ら
の
計
画
は
、昭
和

四
〇
年（
一
九
六
五
）に
改
正
さ
れ
た
河
川
法

に
基
づ
い
て「
工
事
実
施
基
本
計
画
」と
し
て
整

理
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
四
〇
年
代（
一
九
六
五
〜
）に
入
る
と
、

地
域
住
民
の
間
に
、河
川
敷
を
利
用
す
る
機
運

が
起
こ
り
始
め
て
い
た
。こ
の
た
め
、河
道
整
備

事
業
が
制
度

化
さ
れ
、昭

和
四
六
年

（
一
九
七
一
）

に
は
、木
曽

川
下
流
部
で

初
め
て
の
事

業
と
し
て
、

木
曽
川
の
弥

富
町
地
先
で

高
水
敷
整
備

高
須
輪
中

高
須
輪
中 

本
阿
弥
輪
中

本
阿
弥
輪
中 

福
江
輪
中

福
江
輪
中 

木
曽
川

木
曽
川 

揖
斐
川

揖
斐
川 

大
江
川

大
江
川 

長
良
川

長
良
川 

大
榑
川

大
榑
川 

金廻輪中 七郷輪中 

美濃 

尾張 

伊勢 

高
須
輪
中 

本
阿
弥
輪
中 

福
江
輪
中 

木
曽
川 

揖
斐
川 

大
江
川 

長
良
川 

大
榑
川 

金廻輪中 七郷輪中 

美濃 

尾張 

伊勢 

現計画 

計画流量の推移 

単位は毎秒立方メートル 
明治改修時の値は、毎秒立方尺をメートル法に換算 

７,３４０ 

明治改修時 昭和増補時 

４,１７０ 

４,１７０ 

木曽川 

長良川 

揖斐川 

９,７００ 

４,５００ 

４,２００ 

１２,５００ 

７,５００ 

４,７００ 

宝暦期高須輪中図
（宝暦治水絵図をもとに作図）

明治24年の地形と明治改修計画堤防法線

長良川15㎞付近のマウンド（しゅんせつ前の河床）

明治改修計画図
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TALK＆TALK

リ
ェ
ー
シ
ョン
と
し
て
の
利
用
を
阻
ん
で
き
た
が
、

昭
和
五
六
年（
一
九
八
一
）の「
カ
ヌ
ー
フ
ェス
テ

ィ
バ
ル
」の
開
催
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、河
川
利

用
へ
の
動
き
は
緩
や
か
に
進
ん
で
い
た
。

昭
和
五
九
年（
一
九
八
四
）に
は
、ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
造
成
工
事
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
中

で
、一
〇
月
二
八
日
、「
木
曽
三
川
歩
け
歩
け

大
会
」
を
地

元
海
津
町
と

と
も
に
開
催

し
た
。完
成
し

た
高
水
敷
の

上
を
海
津
市

森
下
地
先
を

ス
タ
ー
ト
地

点
と
し
て
、治

水
神
社
直
上

流
地
点
を
ゴ
ー
ル
す
る
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、

約
千
七
百
人
の
参
加
者
全
員
が
ゴ
ミ
袋
を
片

手
に
、河
川
清
掃
を
兼
ね
て
完
歩
し
た
。

高
水
敷
の
整
備
が
、人
々
の
河
道
へ
の
立
入

り
を
容
易
に
し
、新
た
な
河
川
利
用
が
始
ま

る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
二
年（
一
九
八
七
）に
は
、明
治
改

修
工
事
着
工
か
ら
百
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、「
近
代
治
水
百
周
年
記
念
事
業
」が
一
年

間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、国
営
木
曽
三
川
公

園
の
中
核
で
あ
る「
中
央
水
郷
地
区
」も
一
〇

月
に
オ
ー
プ
ン
し
、そ
の
周
辺
の
長
良
川
河
道

の
利
用
が
高
度
化
し
て
き
た
。

水
面
利
用
の
始
ま
り

一
方
、本
格
的
な
水
面
の
利
用
は
、昭
和
六

一
年
（
一
九

八
六
）の「
長

良
川
国
際
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
」、さ
ら

に
は
平
成
四

年
の「
デ
・
レ

ー
ケ
記
念
全

国
選
抜
競
漕

大
会
」が
、と

も
に
治
水
神
社
前
の
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三

県
の
県
境
が
接
す
る
水
域
で
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
始
ま
り
、現
在
の
世
界
ボ
ー
ト
選
手
権
大

会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
利
用
は
、長
良
川
河
口
堰
を
含

む
長
良
川
の
大
改
修
工
事
に
よ
る
河
道
の
整

備
に
よ
っ
て
、河
川
敷
利
用
の
拠
点
の
設
営
が

可
能
と
な
る
こ
と
と
、利
用
し
や
す
い
流
水
環

境
へ
の
変
化
を
期
待
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

長
良
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は
、先
に
述
べ
た
よ

う
に「
明
治
改
修
」に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
河
道

は
、毎
秒
三
千
立
方
メ
ー
ト
ル
分
の
洪
水
流
下

断
面
積
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、こ
の
不
足
分

を
し
ゅ
ん
せ
つ
に
よ
っ
て
河
床
を
掘
り
広
げ
、

洪
水
の
通
過
断
面
積（
河
積
）を
拡
大
確
保
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。

ま
た
、し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
、海
水
の
遡
上
に

よ
る
塩
害
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、福
江
地

先
下
流
の
局
部
的
に
河
床
の
高
い
地
区（「
マ
ウ

ン
ド
」と
呼
ば
れ
て
い
た
）の
潮
止
効
果
を
期
待

し
て
、マ
ウ
ン
ド
か
ら
下
流
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
先

行
す
る
な
ど
、長
良
川
河
口
堰
完
成
と
併
せ
て

進
め
、平
成
九
年
に
工
事
を
完
成
し
た
。

一
方
、ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
事
は
、高
須
輪
中

地
域
で
は
平
成
三
年
度（
一
九
九
一
）で
も
っ

て
完
成
し
て
い
る
か
ら
、こ
の
し
ゅ
ん
せ
つ
の
完

成
に
よ
っ
て
、長
良
川
に
現
在
の
新
し
い
河
川

環
境
の
誕
生
を
迎
え
た
。こ
の
河
道
は
完
成

後
、す
で
に
数
回
の
洪
水
を
経
験
し
て
い
る

が
、い
ず
れ
も
計
画
通
り
の
機
能
を
発
揮
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、河
口
堰
の
運
用
と
相
ま
っ
て
、福
江
地

先
の
水
深
は
常
時
約
五
メ
ー
ト
ル
。水
面
幅
も

約
五
百
メ
ー
ト
ル
と
ほ
ぼ
一
定
で
、五
〇
メ
ー

ト
ル
幅
の
高
水
敷
と
と
も
に
、国
営
木
曽
三
川

公
園
の
中
核
地
域
と
し
て
活
用
が
増
大
し
つ
つ

あ
る
。

高
水
敷
な
ど
の
河
道
の
利
用
は
、周
辺
の

社
会
構
造
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、現
在
で
は
、従
来
の
洪
水
対
策
と

し
て
の
河
川
か
ら
、高
水
敷
を
含
め
た
河
川
空

間
を
も
つ
河
川
と
し
て
の
河
川
の
価
値
観
が

変
化
し
て
き
て
い
る
。

高
水
敷
の
公
園
利
用
、ボ
ー
ト
な
ど
に
よ
る

水
面
利
用
の
需
要
増
大
は
、河
川
改
修
の
進

捗
が
生
み
出
し
た
産
物
で
あ
る
。河
道
利
用

を
目
的
と
し
て
河
川
改
修
を
進
め
て
き
た
の

で
は
な
い
が
、結
果
的
に
は
、河
道
利
用
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
長
良
川
で
実

証
さ
れ
て
い
る
。

河
川
に
対
す
る
認
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
今
日
、世
界
ボ
ー
ト
選
手
権
大

会
の
開
催
な
ど
河
道
利
用
を
通
じ
て
、多
く
の

人
々
が
河
川
に
親
し
み
、そ
う
し
て
河
川
への
関

心
を
高
め
て
頂
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

に
着
手
し
た
。

昭
和
四
八
年（
一
九
七
三
）、長
良
川
で
新

し
い
計
画
に
基
づ
く
大
改
修
工
事
が
本
格
化

し
た
。従
来
の
計
画
流
量
で
あ
る
毎
秒
四
千

五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
を
三
千
立
方
メ
ー
ト
ル

増
加
さ
せ
て
、計
画
流
量
を
毎
秒
七
千
五
百

立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、こ
れ
を
安
全
に
流
す
た

め
の
河
道
づ
く
り
で
あ
る
。

既
に
着
手
し
て
い
る
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
続

い
て
、長
良
川
河
口
堰
関
連
工
事
と
し
て
ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
造
成
工
事
を
開
始
し
た
。長
良
川
右

岸
の
海
津
市（
当
時
は
海
津
町
と
平
田
町
）部

分
に
、幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
〇
メ
ー
ト
ル

の
高
水
敷
を
造
成
す
る
工
事
で
あ
る
。

昭
和
五
一
年（
一
九
七
六
）九
月
一
二
日
、

海
津
市
の
最
下
流
端
に
あ
る
治
水
神
社
か
ら

約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
の
安
八
町
地
内

で
、異
常
な
長
雨
洪
水
に
起
因
す
る
破
堤
災

害
が
発
生
し
、治
水
安
全
度
の
向
上
が
強
く

求
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
翌
年
、昭
和
五
二
年（
一
九
七
七
）は
、

木
曽
三
川
連
合
水
防
演
習
が
開
催
さ
れ
る
年

に
当
り
、当
番
事
務
所
で
あ
る
木
曽
川
上
流
工

事
事
務
所
に
よ
っ
て
、治
水
神
社
付
近
の
部
分

的
に
完
成
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
の
上
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
れ
が
海
津
市
地
先

で
の
長
良
川
河
道
利
用
の
始
ま
り
で
あ
る
。

ま
た
、こ
の
昭
和
五
二
年（
一
九
七
七
）に

は
、木
曽
三
川
を
公
園
と
し
て
利
用
す
る「
国

営
木
曽
三
川
公
園
」計
画
調
査
が
始
ま
っ
た
。

広
大
な
河
川
敷
の
利
用
が
前
提
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。潮
汐
の
干
満
に
よ
る
水
流
の

変
動
や
、自
然
状
態
の
河
川
敷
は
、人
々
の
レ
ク

第1回木曽三川歩け歩け大会

第1回長良川国際トライアスロン大会
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昔
、昔
の
お
話
で
す
。

青
く
豊
か
に
広
が
る
濃
尾
平
野
の
米
ど
こ
ろ「
平
田
」に
も

葦
が
生
い
茂
る
沼
地
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
の
三
大
川
が
運
ん
だ
土
砂
は

徐
々
に
三
角
州
を
形
成
し
、

そ
の
高
所
に
人
々
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

延
文
五
年（
一
三
六
〇
）八
月
、

こ
の
年
は
長
雨
が
続
き
、川
の
水
か
さ
は
増
す
一
方
。

村
の
人
々
は
、黒
雲
が
立
ち
込
め
る
空
を
見
上
げ
、

雨
が
や
む
の
を
た
だ
た
だ
祈
っ
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。

人
々
の
祈
り
も
天
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

稲
妻
が
暗
い
夜
を
駆
け
抜
け
る
と
、

つ
い
に
濁
流
は
堤
防
を
切
り
裂
き
、

田
畑
や
集
落
に
襲
い
か
か
っ
た
の
で
す
。

怒
涛
の
よ
う
な
夜
が
明
け
る
と
、あ
た
り
一
面
は
泥
の
海
に
。

稲
田
は
無
残
な
姿
を
み
せ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
一
昨
年
も
そ
の
前
も
、洪
水
で
収
穫
は
ご
く
わ
ず
か
。

絶
望
し
た
百
姓
た
ち
は
、村
を
捨
て
る
決
意
を
し
た
の
で
す
。

住
み
慣
れ
た
我
が
家
を
捨
て
る
村
人
た
ち
の
心
の
内
に
は
、

無
念
さ
が
渦
巻
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

手
入
れ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
田
も
畑
も
、

見
る
見
る
間
に
、荒
れ
果
て
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
窮
状
を
嘆
き
哀
し
ん
だ
の
が
、観
音
寺
の
住
職
、宥
恵
で
す
。

な
ん
と
か
堤
防
を
復
旧
し
よ
う
と

一
心
不
乱
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

残
っ
た
村
人
は
、こ
の
姿
に
心
を
打
た
れ
、

堤
防
の
修
理
工
事
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

堤
防
は
見
事
に
復
旧
し
、

長
雨
に
も
耐
え
う
る
頑
強
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

宥
恵
の
執
念
に
も
近
い
努
力
を
高
く
評
価
し
た
領
主
は
、

燈
明
料
と
し
て
土
地
を
寄
進
、

観
音
寺
を
神
宮
寺
と
す
る
鳩
森
神
社
の
禰
宜
、

氏
貞
も
社
領
の
一
部
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
村
に
は
平
穏
な
暮
ら
し
が
戻
り
、

田
も
畑
も
実
り
の
季
節
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

編 集 後 記

観
音
寺
の
和
尚
の
祈
祷
　
海
津
市
平
田
町


